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備　 　考図面名称

位置図・配置図

図面目録

環境省　近畿地方環境事務所

 Ｅ/４

 Ｅ/５ （既設）参考図面　単線結線図・キュービクル姿図

（改修）キュービクル姿図

（改修）単線結線図

電気設備工事特記仕様書

令和７年度 琵琶湖水鳥・湿地センター高圧受電設備改修工事

（別添４）



計

工事概要説明

工 事 期 間

工 事 場 所

工 事 名 称

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修電気設備工事監理指針（最新版）に準ずる。２ 監理指針

ニ その他関係諸法規に基づき完全に施工する。

ロ 必要な関係諸官庁への申請手続き等は、全て受注者の負担とする。

１ 施工基準

竣工時に完成図を作成し、２部製本を提出する。（CADデータ共）３ 完成図

４ 工事写真

項　目

適　用　項　目

特　 　記　 　事　 　項

完成時

工事中

ｶﾗｰ･ｻｰﾋﾞｽ

ｶﾗｰ･ｻｰﾋﾞｽ

6・10・20 2

2

23・5・7ｶﾗｰ･ｻｰﾋﾞｽ着工前

必要に応じ

状況によりつなぎ写真

備　 　考部数撮影枚数分類・規格区　　分

写真撮影は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方」に準ずる。

一

般

共

通

事

項

建

物

概

要

仕様書

備工事

電気設

No 名　 　称 構　造 階　数 延面積(㎡) 棟数

別途工事

工

　
事
　

　
概
　

　
要

１ 高圧受変電設備

新設 改修 解体

工　 　種
備　 　考工　事　種　目No適用

※該当工事には工種欄に○印を附す。

項　目

工事範囲及び説明

電気方式

施工方法

使用電線

適用種目 項　　目 特　 　記　 　事　 　項

電気方式

工事範囲及び説明

形式

配電盤

変圧器

母線

付属品・予備品

　（測定記録書提出）

１

高（

低）

圧
引
込
設
備

特　 　記　 　事　 　項

使用電線

施工方法

電気方式

工事範囲及び説明

JIS大角型(白色)・新金プレート配線器具

照明器具

使用電線

施工方法

工事範囲及び説明

使用電線

分電盤

電気方式

工事範囲及び説明

特　 　記　 　事　 　項適用種目 項　　目

３

電
灯
・
動
力
幹
線
設
備

４

電
灯
・
コ
ン
セ
ン
ト
設
備

５

動
力
設
備

名神電機

東芝

東芝

愛知電機

大垣電機

大垣電機

大垣電機

ＪＩＳ規格等適合品製造者

ＪＩＳ規格等適合品製造者

ＪＩＳ規格等適合品製造者

ＪＩＳ規格等適合品製造者

ＪＩＳ規格等適合品製造者

ＪＩＳ規格等適合品製造者

ＪＩＳ規格等適合品製造者

ＪＩＳ規格等適合品製造者

配線器具

配線用遮断器

キュービクル

コンデンサ

変圧器

高圧遮断器

高圧開閉器

避雷器

気中開閉器

同上付属品

ＰＦ管

同上付属品

ビニル電線管

同上付属品

電線管

ケーブル

電線

使　用　機　材　製　造　者　指　定

２

受
変
電
設
備

備　　考

１．図面及び仕様書に記載されていない事項は、すべて、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編）

　及び公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）、公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）の最新版による。

一般共通事項の扱いは、※印を付したものを適用する。

イ 本工事は、工事請負契約書及び同約款を遵守し、本特記仕様書、図面により完全に施工する。

　なお、上記相互間に相違のある場合の優先順位は記載の順序とする。

日幸電機

東芝

東芝

東芝

ｴﾅｼﾞｰｻﾎﾟｰﾄ

日立製作所

日立製作所

日立製作所

戸上電機

戸上電機

内外電機

三菱電機

戸上電機

新岩村電機

富士電機

富士電機

富士電機

日本高圧電気

日本高圧電気

日本高圧電気

日東電工

三菱電機

三菱電機

三菱電機

三菱電機

　本工事に使用する機器材料は、下記に指定する製造者のものを使用のこと。ただし、同等品を使用する場合には、監督職員の承諾を得て使用

のこと。

ハ 本図は工事の大要を示すものであるから、詳細位置等については監督職員と打合せの上、その指示に従い施工する。

現

場

及

び

技

術

に

係

わ

る

事

項

※

※

※

姿図・参考品番による

〇3相3線式6,600V　○3相3線式210V　○単相3線式210/105V

〇地中　○架空

○6kV CV　〇6kV EM-CET 〇6kV PDC　○600V EM-CE　○600V EM-CET　○600V EM-IE

1次側　3相3線式6,600V　　2次側　3相3線式210V、単相3線式210/105V

別紙による。

●KIP　●PDC　○銅棒

●電力ヒューズ（１組）　○フック棒

●完成検査前に主任技術者の竣工検査を受け合格すること。

適用 機　材　名 製造業者

音羽電機 日本高圧電気 戸上電機製作所

日新電機

〇屋内型ｷｭｰﾋﾞｸﾙ　●屋外型ｷｭｰﾋﾞｸﾙ　○フレーム組立開放型

○高圧配電盤　○低圧配電盤

河村電器産業 大正電機製造

東芝ﾗｲﾃｯｸパナソニック

パナソニック

パナソニック

パナソニック

ダイヘン

パナソニック

結線図・姿図による

施工方法

●3相3線式210V ●単相3線式210/105V

○ｹｰﾌﾞﾙ　○電線管(○CPE　○PF　○FEP)　○ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ

○600V-IE ○600V-CE ○600V-CET

既設接地極を使用する場合は、事前に接地抵抗を確認のうえ確実に接続すること。

既設接地極を使用する場合は、事前に接地抵抗を確認のうえ確実に接続すること。

〇天井内ｺﾛｶﾞｼ　○電線管(○CPE　○PF)　○ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ

○600V EM-IE　　○600V EM-CE　　〇600V EM-EEF

○600V EM-IE ○600V EM-CE ○600V EM-CET　○600V EM-EER

また、施設運営についても、担当者と協議を行い支障なき様に努めること。

７ 安全対策

なお、責任施工のものは、請負契約者、施工下請業者、材料製造所連名書とする。

工事車輌の出入りについては、危険防止に努めること。又、必要に応じて交通整理員を配置すると共に、近隣家屋に騒音、

振動等公害発生のなき様留意し、全般に支障なき様万全の策を講ずること。

 の処理等

６ 産業廃棄物

５ 検査合格書

 等

各種検査を必要とするもの、責任施工のもの等は、各合格書または保証書及びその写し各一部を提出すること。

11 施工上の

10 過積載の 受注者は過積載等の違法運行防止を図り、道路交通法を遵守すること。

 留意事項等

  防止措置

※

  の作成登録

９ 工事カルテ

 の保管管理

８ シンナー等

提出すること。

受注者は、工事実績情報(CORINS)の登録を行い、(財)日本建築情報総合センター発行の「工事カルテ受領書」の写しを

作業前、作業終了後の確認等確実な管理を行うものとする。

シンナー等については、工事現場に放置することなく、保管を厳重に行い盗難を防止すると共に、保管数量についても

○ｹｰﾌﾞﾙ　○電線管(○CPE　〇PF　○FEP)　○ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ

照明点灯盤 機器仕様図・姿図による

※

※

※

※

※

※

滋賀県長浜市湖北町今西

※

※

　（測定記録書提出）

●完成検査前に主任技術者の竣工検査を受け合格すること。検査

契約締結日の翌日より　令和９年　１月　２９日まで

●3相3線式210V 　〇単相3線式210/105V

○※

※

※

※

※

※

※

※

※

工事名称

図面名称

事務所名

年月日

会社名

図面番号

縮
尺

照
査

設
計

照
査

設
計

電気設備工事特記仕様書

公園名称

環境省　近畿地方環境事務所

Ｅ １

※

※

※

※

※

※

※

※

②接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。

③接着剤は、可塑性（フタル酸ジ－ｎ－プチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含有しない難機発

性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

④①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、アセドアルデ

ヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

(3) 設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」とは次の①又は②に該

当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する材料を指す。

①建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

以外の材料

②建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

③建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建建築材料

④建築基準法施行令第２０条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

①合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボード、その他

の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセドアルデ

ヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒド

 の放散量」の区分に応じた材料を使用する。

満たすものとする。

（2）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、次の①から④を

（1）本工事において、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成12年法律第100号）」に基づく

「環境物品の調達の推進に関する基本方針（平成31年2月閣議決定）」に定める特定調達品目の分野「公共工

事」の品目を調達する場合は、判断の基準等を満たすものとする。

環 境 へ の 配 慮

(毎年２月改定))において位置づけられた、「特定調達品目」に該当する材料及び建設機械等は、原則として基本方針に

定める判断基準を満足するものを使用することとする。

なお、やむをえず判断基準に満たないものを使用する場合は、監督職員の承諾を受けるものとする。また、「特定調達

品目」の調達の実績（設備及び公共工事）について、当該年度の調達実績集計表(物品・薬務及び公共工事）を環境省

ホームページからダウンロードし、Excelファイルで作成し、提出する。

（4）グリーン購入法に基づく、環境物品等の調達に関する基本方針(以下「基本方針」という)(環境省ホームページに掲載）

①品質及び性能に関する試験データを整備していること。

②生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

③安定的な供給が可能であること。

④法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

⑤製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

⑥販売、保守等の営業体制を整えていること。

ＬＥＤ照明器具（一般屋内用に限る）

照明制御装置

可変速運転用インバータ装置

分電盤

制御盤

キュービクル式配電盤

高圧スイッチギヤ（ＣＷ形）

高圧スイッチギヤ（ＰＷ形）

高圧交流遮断器

高圧進相コンデンサ

高圧限流ヒューズ

高圧負荷開閉器

高圧変圧器（特定機器）

交流無停電電源装置

太陽光発電装置（パワーコンディショナ及び系統連系保護装置）

監視カメラ装置

中央監視制御（監視制御装置）

機材名

諾を受ける。ただし、次の①から⑥すべての事項を評価された事を示す外部機関が発行する書面を提出し監督職員の承

（1）本工事に使用する機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能を有するものとする。

（2）下表に機材名が記載された製造業者等は、次の①から⑥すべての事項を満たす証明となる資料を提出して監督職員の承

諾を受けた場合は証明となる資料等の提出を省略することができる。

機材の品質等※

壁掛形制御盤

表－１　機器標準取付高さ

ブラケット（一般）

ブラケット（踊場）

コンセント（台上）

開閉器箱

制御用スイッチ

機器収容箱

壁付発信機

子時計

壁掛形スピーカ

コンセント（和室）

壁付アッテネータ

スイッチ

コンセント（一般）

ブラケット（鏡上）

動
力

天井高×0.9

天井高×0.9

天井高×0.9

表示灯

警報ベル

機器収容箱

発信機

時
計

拡
声

壁掛形親時計

天井面-300

雷
保
護

受
変
電

スイッチ（多機能トイレ）

コンセント（車椅子用）

ベル・ブザー・チャイム

壁付押しボタン（一般）

(壁付けの場合)

鏡上端～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

天井下～上端
床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～操作部

床上～操作部

壁付インターホン（上記以外）

壁付呼出ボタン（多機能トイレ）

障害者用インターホン（子機）

情報・出退表示盤

受信機・副受信機・連動制御器

テレビ端子（一般）

テレビ端子（和室）

名称 測点 取付高〔mm〕

床上～中心

積算計器

引込開閉器

分電盤

発
電

構
内
交
換 屋

外

自
動
火
災
報
知

テ
レ
ビ
共
同
受
信

誘
導
支
援

電
灯

出
退
・
マ
ル
チ
サ
イ
ン

電
力
共
通

試験用接続端子箱

接地端子箱 地上、床上～中心

端子盤（室内）

集合保安器箱

壁付電話機（一般）

天井下～上端

床上～下端

給油口ボックス 地上～給油口

ガス検知器（都市ガス）

ガス検知器（液化石油ガス）

接地極埋設標

天井面～中心

外部受付用インターホン（子機） 標準図による

2,300

(上限1,900以下)

1,500

(上限1,900以下)

1,100

1,300

300

150

900

150

1,500

(上限1,900以下)

800

500

1,000

200

300

1,300

1,500

2,100～2,300

1,300

150～200

1,800～2,000

1,800～2,200

1,500

1,300

1,300

1,300

1,300

200

150

2,300

2,100

300

600

1,000～1,100

2,000～2,500

800～1,500

800～1,500

800～1,500

900､（400）

床上～上端

地上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～下端

床上～中心

地上～窓中心

地上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

台上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

名称 測点 取付高〔mm〕

床上～中心 300

注） 天井高3,000ｍｍ以上の場合及び上記取付高さにおいて機器の使用に支障が生じる場合は、

監督職員と協議する。

壁付呼出押ボタン（多機能トイレ）の取付高さ（400）は床に転倒した時を考慮した高さを示す。

※

※

※

○

○

○

○

○

○

○

○

電話引込口の保安器 E

表－２　接地極一覧表

Ω以下

E Ω以下

Ω以下

通信用（10Ω）

E

高圧避雷器用 E 10

C種 E 10

E 10

通信用（100Ω） E 100

測定用

E

接地の種類 記号 接地抵抗 接地極の規格・数量

共同接地

交換装置用

10

10

Ω以下

D種 E

B種 Ω以下

共同接地 E Ω以下

A種

○

○

○

○

○

10

100

漏電遮断器回路用 E

E

E

Lt

0

At

Dt

t

LH

ELCB

A

B

C

D

A・C・D

A・D

Ω以下

Ω以下

Ω以下

Ω以下

Ω以下

100

Ω以下100

10 ＥＢ（D=14，L=1,500又はW=40，L=1,200）×３連－　　組

ＥＢ（D=14，L=1,500又はW=40，L=1,200）×３連－　　組

ＥＢ（D=14，L=1,500又はW=40，L=1,200）×３連－　　組

ＥＢ（D=14，L=1,500又はW=40，L=1,200）×３連－　　組

ＥＢ（D=14，L=1,500又はW=40，L=1,200）×３連－　　組

ＥＢ（D=14，L=1,500又はW=40，L=1,200）×３連－　　組

ＥＢ（D=14，L=1,500又はW=40，L=1,200）×３連－　　組

ＥＢ（D=14，L=1,500又はW=40，L=1,200）×３連－　　組

ＥＢ（D=10，L=1,000又はW=30，L=900）×１

ＥＢ（D=10，L=1,000又はW=30，L=900）×１

ＥＢ（D=10，L=1,000又はW=30，L=900）×１

ＥＢ（D=10，L=1,000又はW=30，L=900）×１

ＥＢ（D=10，L=1,500又はW=30，L=900）×１

※

機器取付高さ

接地極

図面に特記なき場合は、表-1「機器標準取付高さ」による

図面に特記なき場合は、表-2「接地極一覧表」による

※

※

既設配線は、事前に確認のうえ確実に復旧接続すること。

既設接地極を使用する場合は、事前に接地抵抗を確認のうえ確実に接続すること。

既設幹線は、事前に確認のうえ確実に復旧接続すること。

既設幹線は、事前に確認のうえ確実に復旧接続すること。

屋外型キュービクルの改修

高圧受変電設備の改修

下記のイ～ルに該当する施設がある場合に適用する。

イ 電線管について、図示ない限り屋内露出配管はねじなし電線管（Ｅ管）、屋内いんぺい配管は合成樹脂製可とう電線

管（PF管）、屋外露出配管は薄鋼電線管（CP管）、屋外埋設配管は波付硬質ポリエチレン管（FEP管）を使用する。

なお、高圧配線の地中埋設配管については、ポリエチレンライニング電線管（PE管）とする。

ロ 図示ない限り配線器具プレートは新金属製またはステンレス製とする。

ハ スイッチで多数ある場合には監督職員と協議し、ネームスイッチを使用する。

ニ 建物ＥＸＰＪ部分及び機器接続箇所に使用する可とう電線管は、ビニル被覆付きとする。

ホ 照明器具は省エネ型（低消費ランプ、巻線鉄心材料を改良した低消費安定器）器具及び公共施設用照明器具とする。

ヘ 将来用予備空配管には、ビニル被覆鉄線(1.6㎜)を入線し、名札を取付ける。

ト プルボックスは工場製作品を使用する。

チ 図示ない限り露出配管は、全て塗装する。(機械室、電気室内の塗装　要・否)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(ＥＰＳ、共同溝内の塗装　要・否)

リ 露出配管を行う場合は、施工前に素地ごしらえ（エッチングプライマー等）と下塗りを行い、配管施工後に仕上げ塗

装を行う。塗装色は指定色とする。

ヌ 機器据付・設置については、「建築設備耐震設計・施工指針」に準ずる。

ル 当該工事において、既設配管・既設埋設配管があった場合は、監督職員の指示により迂回等の工事を行い、軽微なも

のは本工事内とする。また、撤去工事は、特に既設配線の行先を調査確認の上、安全に処理する。

低騒音型、低振動型建設機械指定要領に基づき指定された建設機械を使用すること。

施工にあたっては、本工事にかかわる関係官公庁に関する一切の申請・協議書類作成ならびに、手続きを遅滞なく行う

こと。また、それに必要な費用はすべて受注者の負担とする。

本工事に必要な仮設電力、ガス、水道等の引込工事費、負担金、基本料金、使用料金等は引渡し日まで原則として受注者

の負担とする。

「産業廃棄物収集運搬車」の表示及び書面備え付け確認のため、証拠写真を提出すること。

設計図書に明記なくとも機能上、構造上当然必要と認められる軽微な変更及び追加工事については、請負金額の増減対象

としない。

14 仮設電力料

13 各種届出

12 騒音振動の

16 軽微な変更

15 運搬車表示

 料金等

　 防止※

※

※

※

※

電　気　設　備　工　事　特　記　仕　様　書

受注者は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律準じ、マニフェストシステムにより的確に実施すること。
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工事名称

図面名称

事務所名

年月日

会社名

図面番号

縮
尺

照
査

設
計

照
査

設
計

公園名称

環境省　近畿地方環境事務所

Ｅ

位置図・配置図

２

令和７年度

琵琶湖水鳥・湿地センター高圧受電設備改修工事

位 置 図 配 置 図

工事場所:滋賀県長浜市湖北町今西

令和7年12月



工事名称

図面名称

事務所名

年月日

会社名

図面番号

縮
尺

照
査

設
計

照
査

設
計

公園名称

環境省　近畿地方環境事務所

１概要・注意事項

・停電など、業務に支障となる作業は施設担当者と十分に協議し施工すること。

・完成検査前に電気主任技術者の竣工検査を受け、合格すること。（検査記録提出）

・更新に伴う電力会社、主任技術者等との連絡調整、開閉器操作費用、検査費用等は全て受注者の負担とする。

・主任技術者委託先　関西電気保安協会　滋賀支店　TEL：077-525-1421

２.内容（工事諸元）

撤去：高圧配電盤×1面　低圧配電盤×2面

新設：高圧配電盤×1面　低圧配電盤×2面　（ﾘｱｸﾄﾙL＝6％追加）※公共建築工事仕様とする。

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ内VCT及び積算電力計（太陽光発電含む）の撤去移設にかかる費用は全て見込むこと。

・その他

塗装色は指定色とする。

機器据付・設置については、「建築設備耐震設計・施工指針」に準ずる。

小売電気事業者：関西電力㈱。

撤去品は適正に処分し、マニュフェスト提出とする。

変圧器は2026トップランナーⅢ又は同等品以上の物とする。

コンクリート基礎は既設流用とする。

・高圧受電設備の改修

・屋外型ｷｭｰﾋﾞｸﾙの改修

Ｅ ３

（改修）　ｷｭｰﾋﾞｸﾙ姿図

令和７年度
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工事名称

図面名称

事務所名

年月日

会社名

図面番号

縮
尺

照
査

設
計

照
査

設
計

公園名称

環境省　近畿地方環境事務所

Ｅ ４

ＳＲ
L＝6％　乾式

Ｙ１、Ｎ１
↑

温度設定SW

・
 換

気
扇

電
灯

盤

動
力

盤

（改修）単線結線図　
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/5A
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E(B)E(A)E(A) E(D) E(P)E(C)

7.2kV200A

LBS

（F=40A）

6600V/210V

75kVA3φ3W

6600V/210-105V

50kVA1φ3W

Tｒ Tｒ

PC×3
7.2KV

PC×3
6.9KV

PC×3
6.9KV

PC×2
6.9KV

3φ3W
30KVR

ELA

EA
CH

CH

VCT Wh Wh 売電用積算電力計

LA×3
8.4KV

I >

PAS
7.2KV200A

(VT　LA内蔵）

DGR

３φ３Ｗ　６．６ＫＶ

記号

PAS

VCT

WHM

LBS

PF

SC

TR

VT

CT

工事名称

図面名称

事務所名

年月日

会社名

図面番号

縮
尺

照
査

設
計

照
査

設
計

公園名称

環境省　近畿地方環境事務所

Ｅ

900 900

2
5
0
0

NP 1 NP 2 NP 3

900

2700

変 電 設 備
High voltage substation

Ｗｈ

積算電力計

積算電力計用収納盤

3200

450

２１００

２
４

０
０

５
０

０

２
５

０
０

５
０

０

積算電力計用収納盤（SUS製）

ZCT

MCCB

ELCB

DGR

LGR

V

A

VS

AS

CH

高圧気中開閉器

電力需給用計器用変成器

名称 備考

電力会社品

電力会社品取引用電力量計

高圧負荷開閉器 PF付

高圧限流ヒューズ

進相コンデンサ 乾式

変圧器 油入

計器用変圧器

変流器

零相変流器

配線用遮断器

漏電遮断器

地絡方向継電器

地絡継電器

電圧計

電流計

電圧計切替スイッチ

電流計切替スイッチ

ケーブルヘッド
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単線結線図
ｷｭｰﾋﾞｸﾙ姿図

５

（既設）参考図面
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